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 無線 LAN/USB対応CAN2.0B 通信ユニット 
CAN-2-WF 

 
※製品の仕様･色･デザインは、予告なしに変更することがあります。 

 
本製品は、無線 LAN接続またはパソコンのUSBポートによりCAN通信機能を
拡張するコンバータユニットです。 
IEEE802.11n/a/g/bの4規格に準拠し、パソコンとワイヤレスで通信すること
が可能です。 
CAN2.0B通信に準拠し、最大1Mbps の通信速度に対応しています。 
USB Type-Cポートを搭載しており、ホストからバスパワーで動作可能です。 
Windows/Linuxに対応したデバイスドライバを用意しています。 
 
 
 
※本内容については予告なく変更することがあります。 
※最新の内容については、当社Webサイトをご覧ください。 
※データシートの情報は2025年4月現在のものです。 
 

 特長 
 

■CAN通信機能 
パソコンに2チャネルのCAN通信機能を拡張することができます。 
CAN2.0B通信に準拠し、最大1Mbpsの通信速度に対応しています。 
各チャネルは個別のCANコントローラにより制御しているため、他のチャネル
の状況に依存しない各々の通信が可能です。 
■USB2.0/USB1.1規格準拠し、バスパワー駆動により外部からの電源が不要 
USB2.0/USB1.1規格に準拠しており、HighSpeed(480Mbps)での高速転送が
可能です。 
USBのバスパワーで動作するため、外部からの電源が不要です。 
※ USB接続時は無線 LANを使用できません。無線 LANを使用する場合は、外
部電源供給でご使用ください。 

■各チャネル個別の送受信バッファを搭載 
各チャネルとも送受信別に16メッセージ の FIFOバッファを搭載しています。 
■10 - 32VDCのワイドレンジ電源に対応 
10 - 32VDCのワイドレンジ電源に対応しており、さまざまな電源環境で使用可
能です。 
また、電源コネクタにFG端子を装備しています。 
■終端抵抗搭載 
製品上のDIPスイッチで各チャネルの終端抵抗の有効/無効設定が可能です。 
■Windows/Linuxに対応したデバイスドライバを用意 
当社Webサイトで提供しているデバイスドライバAPI-TOOLを使用すること
で、Windows/Linuxの各アプリケーションが作成できます。 
■IEEE802.11n/a/g/bの4規格準拠 
5GHz帯のIEEE802.11n/aでは4ch(W52 ※1)、2.4GHz帯の
IEEE802.11n/g/bでは1 - 11chから選択でき、電波干渉を考慮した柔軟な無
線ネットワーク設計が可能です。 
 

※1 W52：36, 40, 44, 48ch 
 
 

 同梱品 
 
□ 本体[CAN-2-WF] …1 
□ 電源コネクタ…1 
□ USBケーブル [Type-A→Type-C, 1.8m]…1 
□ 簡易EU自己宣言書…1 
□ 必ずお読みください…1 
 
 
 

 オプション 
 

製品名 型式 内容 

ACアダプタ POA201-10-2 12VDC, 1.0A ※1 
 
※1使用周囲温度は0 - 40℃です。 
 
※ オプションの詳細は、当社Webサイトでご確認ください。 
 
 
 
 
 
 

 仕様 
 

機能仕様 
項目 内容 

CAN部 通信方式 CAN2.0B 

通信速度 最大1Mbps 

チャネル数 2 

使用トランシーバ TCAN1042(T.I)相当品(ISO11898-2(2016)準拠) 

送信バッファ 16メッセージ/ch 

受信バッファ 16メッセージ/ch 

終端抵抗 120Ω(ユニットのDIPスイッチにてチャネルごとに切り離し可能) 

使用コネクタ 9ピン D-SUBコネクタ[オス] 

USB部 バス仕様 USB Specification 2.0/1.1 準拠 

USB転送速度 12Mbps(フルスピード)、480Mbps(ハイスピード) ※1 

ケーブル長 1.8m 

電源供給 バスパワー/セルフパワー ※2 

使用コネクタ Type-C USBコネクタ 

無線
LAN部 
※1 

対応規格 IEEE802.11n、IEEE802.11a、IEEE802.11g、IEEE802.11b 

IEEE802.11n 

 チャネル 5GHz帯：4ch(36, 40, 44, 48ch[W52])、2.4GHz帯：11ch(1 – 
11ch) 

 最大データ転送速度 
※2 

65Mbps 

IEEE802.11a 

 チャネル 4ch(36, 40, 44, 48ch[W52]) 

 最大データ転送速度 
※2 

54Mbps 

IEEE802.11g 

 チャネル 11ch(1 – 11ch) 

 最大データ転送速度 
※2 

54Mbps 

IEEE802.11b 

 チャネル 11ch(1 – 11ch) 

 最大データ転送速度 
※2 

11Mbps 

セキュリティ OPEN、WEP(128bit)、WPA-PSK(AES,TKIP)、WPA2-PSK(AES, 
TKIP) 

アンテナ 内蔵基板アンテナ x 1 SISO 

電源部 定格入力電圧 10 - 32VDC 

消費電流 バスパワー ：5VDC 370mA(Max.) 
セルフパワー：10VDC 210mA(Max.)、32VDC 80mA(Max.) 

使用コネクタ ヨーロッパ式端子台3.5mmピッチ3極ジャックコネクタ 
9ピン D-SUBコネクタ[オス] 

共通部 外形寸法(mm) 100(W)×80(D)×30(H) (ただし、突起物を除く) 

質量 150g(USBケーブル、アタッチメント含まず) 

ソフトウ
ェア仕様 

対応ソフトウェア API-J2534(WDM) ※5、API-CAN(WDM) ※6、 
API-CAN(LNX) ※6 

対応プロトコル RawCAN、ISO-TP(ISO15765-2) ※7 
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※1 USB転送速度は、ご用のパソコン環境(OS、USBホストコントローラ)に依存します。 
※2 バスパワー/セルフパワーの両方で動作可能です。 
※3  USB接続時は無線LANを使用できません。無線LANを使用する場合は、外部電源供給でご使用くださ

い。 
※4  データ転送速度は理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すものではありません。 
※5  SAE J2534 version 04.04 (Pass-Thru)準拠 
※6  ファームウェアVer. 2.11からの対応となります。 
※7  API-J2534(WDM)のみ対応 
 
 

設置環境条件 
項目 内容 

使用周囲温度 -20 - +60℃ ※1 

保存周囲温度 -20 - +60℃ 

使用周囲湿度 10 - 90%RH(ただし、結露しないこと) 

浮遊粉塵 特にひどくないこと 

腐食性ガス ないこと 

耐ノイズ性 ラインノイズ ACライン/±2kV(IEC61000-4-4 Level 3、EN61000-4-4 Level 3)、 
信号ライン/±1kV(IEC61000-4-4 Level 3、EN61000-4-4 Level 3) 

静電耐久 接触放電/±4kV(IEC61000-4-2 Level 2、EN61000-4-2 Level 2)、 
気中放電/±8kV(IEC61000-4-2 Level 3、EN61000-4-2 Level 3) 

耐振動性 掃引耐久 10 - 57Hz/片振幅0.15 mm、57 - 150Hz/2G 
X、Y、Z方向 各40分(JIS C 60068-2-6準拠、IEC 60068-2-6準拠) 

耐衝撃性 147m/s2 (15G)/11ms/正弦半回 
(JIS C 60068-2-27準拠、IEC 60068-2-27準拠) 

規格 VCCIクラスA、FCC クラスA、 
CEマーキング(EMC指令クラスA、RoHS指令)、UKCA、ISED、 
TELEC(認証済みの無線モジュールを搭載) 

 
※1 別売のACアダプタ POA201-10-2を使用する場合は、0 - 40℃となります。 
 
 

 サポートソフトウェア 
 

名称 内容 入手先 

Windows版 
CAN SAE J2534対応ドライ
バ 
API-J2534(WDM) 

Windows API関数形式で提供するWindows版デバ
イスドライバです。SAEが制定したJ2534-1 
REV.DEC2004 (Pass-Thru)に準拠するCAN通信を
サポートしています。 

当社Webサイトよ
りダウンロード 

Windows版 
CAN通信ドライバ 
API-CAN(WDM) ※1 

Windows API関数形式で提供するWindows版デバ
イスドライバです。C#や Visual Basic .NET、Visual 
C++、Pythonの各種サンプルプログラムが付属して
います。 

当社Webサイトよ
りダウンロード 

Linux版 
CAN通信ドライバ 
API-CAN(LNX) ※1 

シェアードライブラリ形式で提供するLinux版デバイ
スドライバです。gcc(C,C++)やPythonの各種サン
プルプログラムやデバイス設定を行うためのコンフィ
グレーションツールを付属しています。 

当社Webサイトよ
りダウンロード 

 
※1 ファームウェアVer. 2.11からの対応となります。 
 
 

 外形寸法 
 

 

 各部の名称 
 

 
 
 

No. 名称 No. 名称 

① POWER LED ⑥ USBポート[Type-C] 

② STATUS LED ⑦ DIPスイッチ 

③ CAN 1ch LED ⑧ CANポート(オス) 

④ CAN 2ch LED ⑨ 電源コネクタ 

⑤ WLAN LED   
 
 

 CANポート 
 

CAN(Controller Area Network)ポートを2チャネル装備しています。 

 
 

ピン番号 信号名 内容 

1 N.C. 未接続 

2 CAN 1_L CAN 1信号(Low) 

3 GND グラウンド 

4 CAN 2_L CAN 2信号(Low) 

5 GND グラウンド 

6 GND グラウンド 

7 CAN 1_H CAN 1信号(High) 

8 CAN 2_H CAN 2信号(High) 

9 CAN_V+ 電源入力(10 - 32VDC) ※1 
 
 
※1 電源入力の仕様は、電源コネクタからの外部電源接続の仕様と同一です。電源仕様の詳細は『電源コネク

タ』を参照ください。 
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 電源コネクタ 
 

本製品の電源入力コネクタを使用して外部電源と接続します。(対応ケーブルは
AWG28 - 16) 
市販DC出力電源を使用する場合も上記と同様の接続を行ってください。 
また、外部電源を使用せずに、USBのバスパワーで動作させることも可能です。 
【実装コネクタ】：ヨーロッパ式端子台3.5mmピッチ3極ジャックコネクタ 
 

 
 

ピン配列 
記号 信号名 

 フレームグランド 

V- 電源(GND)  

V+ 電源(10 – 32VDC) 
 
 

  
 高ノイズ環境下で使用する場合は、FGピンをアースに接続してください。 
 

同梱の3pinコネクタを使用して電源を供給する場合は、線材の被覆部を8mm±
0.5mm程度ストリップした後、コネクタの開口部に挿入してください。 
コネクタ中央にあるオレンジ色のプッシュ部を精密ドライバなどで押しながら、
ケーブルを丸い接続穴に挿入してください。その後、プッシュ部を放すと、ケー
ブルが固定されます。 
 

  
 ケーブルを持ってコネクタを取り外すと、断線の原因となります。 
 

 
 

電源の立ち上がりについて 
入力電圧範囲：10 - 32VDC、10ms以内に9.5VDC以上の入力電圧範囲内で立
ち上がる電源を使用してください。それ以外での電源供給では、機器の故障や事
故の原因となる恐れがあります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外部電源の接続 
別売のACアダプタ[POA201-10-2]を使用する場合は、そのままコネクタに接
続してください。環境や用途に応じてご使用ください。 
 

 
 

  
・ 本製品の要求入力電力仕様：10 - 32VDC、0.17 - 0.06A(Max.) 
・ 本製品を使用しない場合は、10 - 32VDC電源(ACアダプタ含む)を抜いた状態にしておいてください。 
・ 10 - 32VDC電源(ACアダプタ含む)の接続は電源コネクタ側から接続してください。取り外す場合は、AC

コンセント側から取り外してください。 
・ ケーブルを持って、10 - 32VDC電源側の電源コネクタを取り外すと、断線の原因となります。必ずコネ

クタ部分を持って取り外すようにしてください。 
・ ACアダプタを高温の状態で連続使用するとACアダプタの寿命に影響を与えます。 
・ ACアダプタが高温にならないように、密閉された場所ではなく風通しの良いところで使用してください。 
・ ACアダプタに取り付けられている電源用コネクタは取り外さないでください。 
・ 10 - 32VDC電源が出力している状態で、本製品の電源コネクタと10 - 32VDC電源の挿抜を行わないで

ください。 
・ 高ノイズ環境化で使用する場合は、FGピンをアースに接続してください。 
 
 


